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～31㈮ 第 62 回高分子学会年次大会（京都市・京都国際会館） A34
6．12㈬
～14㈮ 平成 25 年度繊維学会年次大会 研究発表会（東京都・タワーホール船堀） A11～27

6．14㈮ プラスチック成型加工学会 第 135 回 講演会－高分子材料のトライボロ
ジー－（東京都・東工大蔵前会館 ロイヤルブルーホール） A34

6．28㈮ 第 43 回先端繊維素材研究委員会（AFMc）公開ミニシンポジウム～表面を操
る接着・粘着・撥水技術～（宇治市・京都大学宇治キャンパス） A33

7． 3㈬ 第14回成形加工実践講座シリーズ（材料編）（東京都・東工大蔵前会館 ロイ
ヤルブルーホール） A34
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ン」を目指して－Think globally, act locally－（桐生市・桐生市文化会館） A28～29
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繊維学会定款（平成24年 4 月 1 日改訂） 平成24年 3 月号
Individual Membership Application Form 平成24年12月号
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繊維学会誌報文投稿規定（平成24年 1 月 1 日改訂） 平成25年 1 月号
繊維学会入会申込書（正・学生会員用） 平成25年 3 月号
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平成25年度繊維学会主要行事予定

会員の皆様へ

これまで繊維学会では、昨今の社会情勢と速報性に鑑みて繊維学会誌（「繊維と工業」＋「報文」）のオンラインジャーナ
ル版の整備に努めて参りました。その結果、オンラインジャーナルの十分な運用実績も積まれ、さらに本年からは、冊子
体発行と同時に全ての掲載記事がインターネット公開される体制を整えることができました。また、会告につきましても、
冊子体と同じ形式でホームページに掲載することで、皆様に必要な情報が、何時でも何処からでもご覧頂けるようになり
ました。
この成果を受け、学会事業合理化の一環として、本年 7月号（予定）より学生会員への冊子体のお届けを休止させて頂
く事としました。さらに今後、維持会員、賛助会員、正会員の皆様にも、各位のご利用形態に合わせた合理的な選択肢を
提案し、冊子体の発行部数を実情に即した規模に縮小させていきたいと考えております。新しい運用体制にご理解を頂き、
今後とも繊維学会並びに繊維学会誌へのご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成26年度繊維学会主要行事予定

平成25年度通常総会開催について

第 648 回理事会の決定に基づき平成 25 年度通常総会を下記の要領で開催いたしますので、ご出席くださいますようお
願い申し上げます。なお、本総会の目的であります下記の案件の決議には、定款により過半数以上の定足数を必要としま
すので、当日ご欠席の場合は、お手数をお掛けしますが、別途お送りします平成 25 年度通常総会開催通知の返信用はが
きの委任状にご署名、ご捺印の上 5月 31 日㈮までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。

1. 日時：平成 25 年 6 月 12 日㈬ 11 : 30～
2. 場所：タワーホール船堀（東京都江戸川区総合区民ホール）小ホール

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1 TEL : 03－5676－2211
3. 議案：第 1号議案 平成 24 年度事業報告承認の件

第 2号議案 平成 24 年度決算報告承認の件
第 3号議案 名誉会員推挙の件
第 4号議案 会費改定の件
報告事項 創立 70 周年記念事業について

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成25年度通常総会 平成25年 6 月12日㈬ タワーホール船堀（東京）

平成25年度年次大会 平成25年 6 月12日㈬～14日㈮ タワーホール船堀（東京）

平成25年度基礎講座 平成25年 5 月27日㈪、28日㈫ キャンパス・イノベーションセンター（東京）

平成25年度夏季セミナー 平成25年 8 月 8 日㈭～10日㈯ 桐生市民文化会館（桐生）

平成25年度秋季研究発表会 平成25年 9 月 5 日㈭、6日㈮ 豊田工業大学（名古屋）

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成26年度年次大会 平成26年 6 月11日㈬～13日㈮ タワーホール船堀（東京）

創立 70 周年記念事業
（式典・国際シンポジウム） 平成26年 9 月28日㈰～10月 1 日㈬ 東京ビッグサイト

TFTホール（東京・有明）
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川口 春馬 「高分子コロイドの生成法に関する基礎研究とそれらの高機能化に関する研究と
繊維学会活動への貢献」

高橋 洋 「繊維新素材・新製品開発への多大な寄与と繊維学会活動への貢献」

平成 24年度 繊維学会功績賞受賞者

繊維学会功績賞は多年にわたり本学会の発展ならびに繊

維科学、繊維工業の進歩に貢献された方を褒賞するもので

あります。平成 24 年度の功績賞は、本年 2月に開催した

選考委員会において慎重に調査を行った結果、川口春馬、

高橋洋の 2氏を満場一致で受賞候補者としました。次いで

3月開催の理事会において上記 2氏に功績賞を授与するこ

とを決定しました。以下に受賞のご略歴、ご業績を簡単に

紹介します。

川口春馬氏は、1966 年慶應義塾大学工学部を卒業後、

1973 年同大学院工学研究科博士課程を修了、1968 年から

1969 年に鐘紡株式会社に勤務され、1969 年 8 月より慶應

義塾大学の助手として勤務、1977 年に工学博士を授与さ

れています。その後、同大助教授、教授を経て、2009 年

に同大を定年退職、同大名誉教授となられて今日に至って

おられます。氏は、慶應義塾大学藤井光雄教授・大塚保治

助教授の高分子化学研究室に所属して以来、一貫して高分

子コロイドの研究に従事し、高分子コロイドの学術と繊維

関連工業の進歩に貢献し、多くの若い人材を育成されまし

た。具体的な成果を分類すると（1）新しい高分子コロイド

生成法の開発：ソープフリーのクリーンラテックス創成、

分散安定剤フリーの分散重合によるミクロヒドロゲルの創

製、（2）高分子コロイドの表面改質と機能化：生体物質を

表面に固定したアフィニティーラテックスの創製とバイオ

セパレーション・診断への応用、（3）刺激応答性高分子コ

ロイドの開発：温度応答性ミクロゲル・ヘア粒子の創製と

構造制御、温度応答性高分子コロイドの界面現象に関する

研究、刺激応答性コロイドのエネルギー変換材料・セン

サーへの応用、（4）高分子コロイドの 2次元配列構造化と

その応用：構造色／コロイダルインク、温度で転相する

ピッカリングエマルション、（5）複合ミクロゲルの開発：

複合応答機能ミクロゲルの創製、無機ナノ粒子含有ミクロ

ゲルの創製と機能の評価のように多岐にわたります。高分

子コロイドは繊維加工・布帛処理にも利用され、同氏の研

究成果は繊維科学・工業に寄与するものでもあります。ま

た、氏は 1989 年より 2005 年まで 12 期にわたり繊維学会

理事を務め、その間、1999 年から 2001 年に副会長、繊維

学会 50 周年記念式典委員長、編集委員長を歴任し、2005

年から 2期 4年間繊維学会会長を務められました。繊維学

会創立 60 周年（2004 年）記念事業の一つである『繊維便覧

第 3版』（丸善）発刊に当たっては編集委員長、2009 年に

信州大学で開催された第 10 回アジア繊維会議（ATC10）の

委員長、その後 2年間 FAPTA委員長を務め、さらに、2010

年、2011 年と監事の任にあたり、学会の運営を指導され

ました。以上のように川口春馬氏はコロイド・界面科学お

よび繊維学会の発展に極めて大きな貢献をされました。

選 考 経 過
会長 平 井 利 博

川 口 春 馬 氏 高 橋 洋 氏
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高橋洋氏は、1973 年に名古屋工業大学を卒業、1975 年

に京都大学工学系大学院修士課程を修了された後、同年東

レ株式会社に入社、繊維研究所に所属して繊維の開発研究

に従事、研究開発の指導力が高く評価され、1999 年から

同繊維研究所長、2005 年に同機能資材開発センター所長、

2008 年、同技術センター名古屋駐在主幹を歴任、2011 年

より同技術センターGP開発室長を務められ、現在も先端

的高分子技術の開発・発展に指導的な役割を担っておられ

ます。氏は、繊維研究所で長年にわたって繊維研究に取り

組まれ、ポリエステルポリマーの重合プロセス、ポリエス

テル改質技術、衣料用新製品、産業資材用繊維、機能資材

新製品と幅広い開発成果をあげられています。例えば、高

収縮ポリマーによる紡糸混繊の研究や高濃度粒子ブレンド

技術の研究などの研究に取り組まれ、これらの技術は「新

合繊」の要素技術の一つとして衣料用新製品の展開に貢献

しました。業績を分類して列挙すると、（1）衣料用新製品

の研究開発（新合繊、機能性繊維）、（2）改質ポリエステル

の研究開発（共重合、ブレンド・アロイ）、（3）産業資材用

繊維の開発、（4）繊維新素材の研究（ナノファイバー、熱可

塑性セルロース繊維）、（5）ポリエステル（PET）重合プロ

セスの研究開発、（6）機能資材新製品の開発（エアバッグ用

基布）と多岐にわたり、論文、著書をはじめ多くの特許と

なっています。関係する特許出願は 158 件（内、登録特許

38 件）に及び、これらの成果は合成繊維科学・技術の進歩、

産業界の発展に大きく寄与しています。この間、繊維学会

に関しては、理事として 2000 年から 2007 年の 8年間、副

会長、財務委員長として 2002 年から 2005 年まで 4年間、

監事として 2006 年から 2009 年までの 4年間にわたって、

学会の円滑な運営に多大な貢献をされました。特に副会長

として繊維学会 60 周年行事をはじめ、主要行事を成功さ

せ、学会の活性化に成果をあげられました。さらに、学会、

諸研究会などでの講演や出版を通して若い研究者への繊維

科学・技術に関する啓蒙活動を行ってこられました。

以上のように、高橋洋氏の繊維科学技術、繊維工業、繊

維学会への貢献は極めて大きなものがあります。

以上のように、上記の 2氏は長年にわたり、繊維分野の

研究・教育／啓蒙・技術開発に貢献され、当該分野の発展

への寄与、繊維学会の発展への貢献は高く、繊維学会功績

賞に相当すると評価されました。

なお、本年度の選考委員は以下の通りです。

委員長 平井利博

委 員 鞠谷雄士、堀 照夫、保城秀樹、金谷利治、

朝倉哲郎、五十嵐陽三、神山統光、喜成年泰、

重原淳孝、鋤柄左千子、高原 淳、出口潤子、

前田裕平、村瀬浩貴
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〈研究業績〉
木村 睦氏は、有機材料の精密合成を基盤とし、有機材
料の合成化学的構造多様性に基づくナノ・マイクロファイ
バーの創製およびそれらの二・三次元ファイバー集合体の
持つ異方的機能発現に関する成果を得ている。以下に同氏
の主な研究業績を紹介する。

1．自己組織化による機能性ナノファイバー
分子間相互作用と分子形状制御による機能性ナノファイ
バー群の創製を行っている。一次元電荷移動錯体における
導電性（1）、アキラルな分子の集合化によるヘリカル集合
体の形成（2）、側鎖間の相互作用によるロッド状高分子に
おける電界発光・導電性発現（3）、有機薄膜太陽電池にお
けるナノファイバー化による高効率化（4）を見いだしてい
る。

2．ナノ・マイクロ構造を有する機能性ファイバー集合体
湿式紡糸法による導電性高分子のマルチフィラメント化
と布帛化に成功し、得られた布帛による荷重および心拍セ
ンシングが可能であることを示した（5）。さらに、紙と導
電性高分子を複合化することによる紙アクチュエーター
（6）、ナノファイバーと導電性高分子との複合化による異

方性アクチュエーター（7）、ナノファイバーの除去による
ナノチャンネル構造を持つ導電性高分子アクチュエーター
（8）、高分子半導体ナノファイバーを用いた感触センサ（9）
の開発に成功している。
これらの成果は、原子・分子が持つ特有の機能を階層的
かつ異方的に集積化する手法を生み出すとともに、繊維や
布帛をインターフェースとした電子・ライフ・ITデバイ
スのウェラブル化を推進するものであり繊維学会賞に値す
るものと認められた。

〈主な業績リスト〉
1）Chem. Asian. J., 4, 1474（2009）.
2）Chem. Mater., 22, 5732（2010）.
3）Chem. Mater., 19, 2809, 2007 & Chem. Eur. J., 17, 6821
（2011）.
4）ACS Appl. Mater. Interfaces, 4, 6289（2012）.
5）繊維学会誌，280（2010）.
6）Macromol. Mater. Eng., 295, 671, 2010 & Sen’i Gakkaishi,
67, 125（2011）.

7）Polymer J., 43, 849（2011）.
8）Nanotechnology, 22, 275501（2011）.
9）Langmuir, 28, 17593（2012）.

異方的機能を持つナノ・マイクロファイバー
集合体の創製

信州大学繊維学部 化学材料系機能高分子学課程 木 村 睦

〈繊維学会・学会賞受賞者〉
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〈研究業績〉
近年のナノテクノロジーの発展に伴い、材料の更なるス
ケールダウンが要求されている。高分子材料関連分野にお
いても例外ではなく、厚さ 100nm以下の薄膜がナノコー
ティング、高分子レジスト、有機積層デバイス、医用材料
などの分野で使用されている。高分子材料をナノサイズに
スケールダウンすると、材料全体積に対する界面の比率が
著しく大きくなるため、バルク材料とは異なる凝集状態、
ひいては、物性を示すことが経験的に知られているが、材
料設計の際にほとんど考慮されていないのが現状である。
また、高分子中に無機フィラーを分散させた有機・無機ナ
ノコンポジットなど、ナノスケールの界面状態がその性能
を支配する材料も多い。学会賞の推薦対象研究では、高分
子が異種固体と接触した場合の特異な凝集状態と熱運動性
について独自の方法論に基づく実験を行い、系統的な議論
を行っている。以下に主な業績の概要を示す。

1．高分子超薄膜の粘弾特性
固体基板上に調製した厚さ 100nm以下の高分子薄膜の
動的力学緩和測定に成功している。膜厚が薄くなると、セ
グメント運動に対応する α過程の緩和時間分布が広がる
ことを見出した。固体基板に挟まれた薄膜の実験および分
子量依存性の結果から、緩和時間分布における短時間およ
び長時間側の広がりは、それぞれ、空気および固体基板界
面の効果であると結論している。高分子薄膜中におけるク
ロモフォアの光異性化動力学解析からも、高分子薄膜では
厚さ方向に熱運動性の勾配があることを示している。

2．固体界面における分子鎖の凝集状態
界面選択分光測定に基づき、固体界面に存在する分子鎖
の局所コンフォメーションを検討している。界面分子鎖の
局所コンフォメーションは試料の調製法に依存することを
明らかにした。界面近傍に存在する分子鎖はバルクのガラ
ス転移温度（Tg）以上の温度でも構造緩和しないことから、
その Tg はバルク Tg よりも著しく高くなると予測している。
また、界面分子鎖を良溶媒の蒸気に暴露すると構造緩和す
ること、界面での分子鎖局所コンフォメーションは基板と
の相互作用に依存することも見出した。

3．固体界面における分子鎖の熱運動性
エバネッセント励起蛍光寿命測定に基づき、固体基板と
接触した高分子の Tg を直接評価している。エバネッセン
ト光の浸み込み深さを変えることで、固体界面近傍におけ
る Tg の深さ分布とその界面自由エネルギー依存性も明ら
かにした。また、界面近傍におけるエポキシ接着材のモデ
ル反応も解析している。界面の存在は活性化エネルギー等
の化学的因子には影響を与えないが、頻度因子等の物理的
因子に顕著な影響を与えることを見出した。

以上のように、同氏は高分子薄膜材料の創製やナノコン
ポジットに代表される繊維材料の複合化などに極めて重要
な知見を得ており、今後の繊維科学における新たな設計指
針の提案に大きく寄与することが期待されることから、繊
維学会賞に十分に値すると認められる。

〈主な業績リスト〉
1）K. Tanaka, Y. Tateishi, T. Nagamura, Macromolecules
37(22), 8188－8190 (2004).

2）K. Tanaka, Y. Tsuchimura, K. Akabori, F. Ito, T.
Nagamura, Appl. Phys. Lett. 89(6), 061919－1－2 (2006).

3）Y. Tateishi, K. Tanaka, T. Nagamura, J. Phys. Chem. B.
111(27), 7761－7766 (2007).

4）K. Tanaka, Y. Tateishi, Y. Okada, T. Nagamura, M.
Doi, H. Morita, J. Phys. Chem. B. 113(14), 4571－4577
(2009).

5）K. Hori, H. Matsuno, K. Tanaka, Soft Matter 7(21),
10319－10326 (2011).

6）A. Shundo, Y. Okada, F. Ito, K. Tanaka,
Macromolecules 45(1), 329－335 (2012).

7）H. Tsuruta, Y. Fujii, K. Tanaka, Polym. Chem. 3(2),
319－321 (2012).

8）H. Tsuruta, Y. Fujii, N. Kai, H. Kataoka, T. Ishizone, M.
Doi, H. Morita, K. Tanaka, Macromolecules 45(11),
4643－4649(2012).

9）T. Hirai, K. Kawasaki, K. Tanaka, Phys. Chem. Chem.
Phys. 14 (39), 13532－13534 (2012).

10）C. Zhang, Y. Fujii, K. Tanaka, ACS Macro Lett. 1 (11),
1317－1320 (2012).

固体界面における高分子の凝集状態と
熱運動特性に関する研究

九州大学大学院 工学研究院応用科学部門 田 中 敬 二

〈繊維学会・学会賞受賞者〉
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網状クッション体
「ブレスエアーⓇ」の開発

〈研究業績〉
本研究は、全く新しいデザインによるクッション素材に
関するものである。元来、ウレタンフォームに代表される
クッション素材は、クッション性能自身には優れているも
のの、通気、透湿性能が悪く、またリサイクルの上で問題
があった。本技術では、組成設計により柔軟性を最適化し
たポリエステル系エラストマーを原料とし、高度な紡糸技
術によって独特な 3次元網状構造体を開発した。この網状
構造体は通気性が著しく優れ、しかもクッション体として
の性能においても優れている。高級布団の中芯材や、JR
の新規車両シートに採用され、また床ズレ予防マットで好
評を得るなど、そのクッション材としての性能が著しく優
れている事が市場においても証明されている。

〈技術内容〉
本技術は、熱可塑性樹脂の連続繊状体を紡出し、ループ
を描かせながら互いに溶融状態で接触させることで、接触
部が融着されて三次元ランダムループからなる網状構造体
を作製するものである。原料としてポリエステル系エラス
トマーを選定の上、組成や紡出繊維の繊維径、本数、密度
他多数のパラメータを適正に設計することで、優れたクッ
ション性能を得た。本技術は、数々の技術の積み重ねによ
り達成され、関連特許は 100 件を超えている（業績リスト
には主要なものを記載）。以下に本技術により作製された
3次元網状構造体の特性を示す。

①クッション特性・耐久性
ポリエステル硬綿に比べてヒステリシスが小さくウレタ
ンフォームと同等のクッション性能を有する。また、体圧
の分散性能が良く、高性能のクッション材として機能する。
耐久性もウレタンフォームと同程度で、繰り返し圧縮時の
回復性も良好である。

②快適性、清潔性
体積の 95％程度を空気が占めるため、保温性が良い。
さらに通気性が非常に高い素材であるため、寝床内気候を
快適に保つことができる。特に介護用途においては、家庭
でも簡単に洗うことができるため、患者の患部が清潔に保
たれ、しかも体圧の分散が良いため、寝たきり老人の床擦
れ予防、治療の一助となる。

③環境適合性
原料に用いている「ペルプレンⓇ」は、ポリエステル系

エラストマーであり、製品の再溶融が可能でリサイクル成
型にも適する。また焼却処分時に発生する燃焼ガス中に有
毒ガスが含まれない。

〈選考過程〉
本技術は独自の紡糸技術とポリマー設計技術により通気
性やクッション特性に優れた 3次元網状構造体を開発した
ものである。分子設計によるポリマーの柔軟性の制御と、
網状構造体の繊維径や密度などの構造パラメータを高度に
最適化することにより、市場の幅広い要求に応じた硬さ・
厚みのバリエーションを作製可能にした点からも技術レベ
ルの高さが評価できる。また、従来にない新しいクッショ
ン材として、車両シートや高級寝具、介護ベッドパッドな
どで消費者から高い評価を得ている。よって、技術上、産
業上の観点から本技術は繊維学会技術賞に十分値すると認
められる。

〈主な業績リスト〉
1）登録特許第 2921638 号・磯田英夫、西田孝・�クッショ
ン用網状構造体及び製法�

2）登録特許第 3589307 号・磯田英夫、山田靖司・�座席
と製法�

3）公開特許 特開平 11－313743・胡井幸一、辻井 彰司・
�防水ベッドパッド�

東洋紡㈱ 山 中 昌 樹
藤 江 勉
藤 本 麻 由

〈繊維学会・技術賞（技術部門）受賞者〉

山 中 昌 樹 氏 藤 江 勉 氏 藤 本 麻 由 氏
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自動車向け高気密エアバッグ用
無溶剤コーティングの開発

〈研究業績〉
本技術は、自動車用エアバッグ、特に車両の側面衝突時
に乗員の頭部を保護するために使用されるカーテンシール
ドエアバッグに関するものである。
ナイロン 66 繊維の織物から構成されるエアバッグ本体
には展開・膨張時に気密性を保持するためのコーティング
が施されているが、本技術では、このコーティング材料の
仕様を見直すとともに、材料性能を十分に発揮させるため
の加工技術を確立した。
特に従来、コーティング材料として粘度の高いミラブル
タイプのゴムを使用していたため、溶剤で希釈して低粘度
化する必要があったが、材料組成を調整して低粘度化する
ことで、無溶剤でのコーティングを可能とした。
大量生産される自動車用部品において、溶剤を使用しな
いこと、使用材料を量的に低減することの意義は大きい。

〈技術内容〉
本技術は従来、溶剤を用いて低粘度化していた、エアバッ
グ向けシリコーンコーティング材を無溶剤化する技術を確
立したものである。

1．シリコーン材料仕様の決定
従来使用していたシリコーンゴムはミラブルタイプであ
り、粘度が高く、溶剤でペースト化した状態で使用せざる
を得なかった。シリコーンゴムは補強材であるシリカ（酸
化ケイ素）の添加量が多くなるほど、引張強度、破断伸び
は高くなる一方、粘度が増加する特性を持つ。このシリカ
添加量とゴムの強度、粘度の関係を明らかにし、また破断
伸び、シリコーンポリマーの分子量、接着剤であるシラン
カップリング剤の添加量についても適切な配合とすること
で、必要な特性を満たしながら、コーティング加工できる
粘度としたシリコーンゴム材料の仕様を決定した。

2．コーティング工法の検討
選定したコーティング材料は従来の一般的なナイフコー
ティングのような方法では均一にコーティングすることが
出来なかったため、新規に�ロール転写型コーティング方
法�を採用した。

この転写型コーティング方法を使用した場合でも�ロー
ラーと布の間でゴムが糸引きする現象�、すなわちコーティ
ングむらが発生し、バッグの気密性能が低下した。
この問題を解決するため、種々の工法を検討し、試作を
繰り返した結果、コーティング直後のコート面を物理的に
平滑化し、織物内部へのゴム浸透度を向上させることがで
き、無溶剤系シリコーンゴム使用によるカーテンシールド
エアバッグを完成させ、発売させることができた。

〈選考過程〉
本技術はシリコーンゴム材料物性の検討とその加工方法
の適正化により、従来、溶剤（トルエンなど）を使用する必
要があったコーティング材料を、無溶剤化させることを可
能としたものである。
その効果としては主として、以下が挙げられる。
①ゴム材料を溶剤に溶解させる工程および乾燥させる工程
を不要としたことによる製品の生産性向上および省エネ
ルギー
②溶剤を使用しないことによる自動車室内の揮発性有機化
合物（VOC）量低減
③コーティング作業者に対する環境、衛生問題の緩和

欧米地域ではカーテンシールドエアバッグの装着率は高
いが中国、アジア地域での装着率は未だ低いレベルであり、
今後その数量増大が見込まれている。本技術は世界規模で
のエネルギー使用低減や環境問題対応にも寄与することが
できる。
以上の観点から、本技術は繊維学会技術賞に値すると認
められた。

〈主な業績リスト〉
1）酒井、加藤、國分：特許第 5082709 号
2）酒井、加藤：特開 2002－88657
3）酒井、中：特開 2003－126746
4）酒井：特開 2010－143486
5）酒井、國分：特開 2011－79354
6）酒井、國分：特開 2011－20528
7）酒井：特開 2012－171600

トヨタ紡織㈱ 酒 井 秋 人
水 野 智 敬

〈繊維学会・技術賞（市場部門）受賞者〉

酒 井 秋 人 氏 水 野 智 敬 氏
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〈選考経過〉
繊維学会論文賞は、繊維科学・技術に関し優秀な研究を
行い、その業績を本学会誌に発表した将来有望な研究者に
授与される。本年度は、繊維学会誌 68 巻（2012 年）の 1月
号から 12 月号に掲載された「報文」の 52 編が対象であり、
15 名からなる選考委員により組織された論文賞選考委員
会の厳正な審査を経て、上記 3名の方々が選出された。
本年度は、新しいエポキシ樹脂材料となる物質の詳細な
硬化挙動の解析を行い、学術的に非常に優れた論文である
と同時に、リグニンの活用という社会的要請に応え高い実
用性が期待される長谷川氏らの論文がまず選ばれた。
さらに、2件のエレクトロスピニング法によるナノファ
イバー作成に関する論文が選ばれた。同分野で 2件選ばれ
たことは、この分野の研究が今後大きく飛躍する可能性を
感じさせるものであり、応用展開と合わせて日本勢の活躍
に期待したい。
また、今回の選考の際には選考委員にオンラインジャー
ナルのアクセス回数の情報が供され、実際に社会から注目
されたという事実も、選考に加味されていることを記して
おく。
以下に各論文の概要と、選考委員から寄せられたコメン
トをまとめたものを示す。

長谷川雄紀氏の論文は、100 年来の課題である木質バイ
オマスのリグニンの有効活用に広範な道を開き、著者らが
独自にリグニンから単離したエポキシ化合物 PDCの有効
利用に関するものであり、その高いオリジナリティーが評
価できる。
リグニン由来のエポキシ樹脂接着剤の開発を行った上に、
金属と高い接着性を見出し、その速くかつ強固な接着のメ
カニズムを速度論的検討に基づいて解明しており、実用的
にも学術的にも意義の大きい研究である。
また、バイオマスの有効利用では、従来の合成品に対す
る優位性を示すことが重要であるが、本論文では、PDCに
ついて、熱分析やスペクトル測定から明確に芳香族系類似

化合物に対する優位性を示しており、その点も評価できる。
リグニン樹脂の効果を検証する評価技術でもあり、グ
リーンケミストリーの視点からも有望である。さらに、月
間平均アクセス数も 52 件と高い。
（Sen’i Gakkaishi, 68, No.4, 73－78（2012）.）

Kazunari Masutani氏の論文は、Reactive Electrospinning
という新しい手法によりナノファイバーを形成させている。
これは溶液を噴出後、素早く反応させ、均一なナノ繊維を
作製するもので、従来のナノ繊維に比べ新しい視点での方
法であり今後の展開を予感させる論文で大変興味深い。
特にDiels-Alder 反応を伴うエレクトロスピニングでポ
リ乳酸のブロック共重合体を作製するという発想が興味深
く、その反応の進行に関してもNMRや GPCの解析結果
に基づいて詳細な検討がなされている点で学術的にも高く
評価できる。
今後のReactive Electrospinning の応用展開および実用
化に向けたさらなる取り組みが期待される。
（Sen’i Gakkaishi, 68, No.3, 64－72（2012）.）

田中政尚氏の論文は、エレクトロスピニング法により作
製した PVAナノ繊維不織布を用いて優れた特性を有する
リチウムイオン電池セパレーターを開発することに成功し
ており、技術の実用化に向けた極めて明確な課題への取り
組みであり、その成果も確かである。繊維学会誌にふさわ
しい研究である。
本論文では、環境負荷の低い PVA不織布をリチウムイ
オン 2次電池のセパレーターとして用いることにより、安
定なサイクル特性、高率重放電特性を確認しており、繊維
を基材とする材料を、エネルギー分野において相応の性能
を持って提供できることを示している。
携帯電池特性向上を飛躍させる可能性をうかがえる結果
が示され、今後の展開が期待される。月刊平均アクセス件
数も 37 件と高い。
（Sen’i Gakkaishi, 68, No.1, 1－5（2012）.）

〈繊維学会・論文賞受賞者〉

リグニン由来エポキシ樹脂の硬化挙動

東京農工大学 ㈱豊田自動織機 長谷川 雄 紀

Reactive Electrospinning of Stereoblock Polylactides Prepared
via Spontaneous Diels-Alder Coupling of Bis Maleimide-terminated
Poly-L-lactide andbis Furan-terminated Poly-D-lactide

京都工芸繊維大学大学院繊維科学センター 博士研究員
増 谷 一 成

ポリビニルアルコール（PVA）ナノ繊維不織布
セパレータを用いたリチウムイオン電池の特性

神戸大学大学院工学研究科 日本バイリーン㈱ 田 中 政 尚
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化石由来資源の枯渇のためバイオ由来プラスチックの研
究が精力的に行われているが、物性面で石油系プラスチッ
クには問題が多い。繊維材料として着目した場合、バイオ
マス由来でも高物性化できる可能性のあるものとして微生
物由来ポリエステルであるポリヒドロキシアルカノエート
（PHA）が注目されている。発見当初は低物性と考えられ
ていたが、遺伝子組み換え技術による共重合化、高分子量
化の技術と紡糸・延伸技術で物性も大きく改善された。
申請者らは、これまでに微生物産生ポリエステルを用い
た高強度・高弾性繊維およびフィルムの作製、さらに新規
延伸法の開発と高次構造解析を研究し、実績を積み上げて
きた。
本申請では、PHAの中でも代表的なホモポリマーであ
る［（R）－3－ヒドロキシブチレート］（p（3HB））をターゲッ
トとし、分子量 500 万以上を有する超高分子量材料を生合

成するとともに、得られた高分子の融点、ガラス転移点、
溶融粘度特性、溶融挙動などの基礎熱物性の検討、結晶化
挙動やリジットアモロファスの定量も行うものである。ま
た、溶融条件を検討し、超分子量化の特性を解明するとと
もに作製した繊維と物性の相関を明らかにすることを目的
としている。さらに、熱延伸や PHAに有効な冷延伸、多
段階延伸などの延伸法を適用した高強度・高弾性繊維の作
製も試みるとしている。
石油由来の繊維の将来に不安が残る中、本研究はバイオ
由来のポリエステルで高い物性を有する繊維の製造法とこ
の物性や高次構造をも明らかにしようとするものであり、
今後の繊維科学の発展においても重要課題である。した
がって、本研究は繊維科学・技術研究助成を授与されるに
ふさわしいと認めた。

〈繊維学会・技術研究助成授与者〉

超高分子量微生物産生ポリエステルの特性解析
と高強度・高弾性率繊維の開発
東京大学大学院 農学生命科学研究科 生物材料科学専攻 加 部 泰 三
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平成25年度繊維学会年次大会
研究発表会・ポスター発表の参加募集および参加要領
研究発表会総合テーマ： ニューテキスタイルの創造

今年は予稿集がCD－ROMとなります!

1. 日 時：平成 25 年 6 月 12 日㈬～14 日㈮
2. 会 場：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501 http : //www.towerhall.jp/

〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩 30 秒
新宿駅より「都営新宿線」にて本八幡方面へ約 30 分
東京駅より「JR総武快速線」馬喰町駅にて「都営新宿線」（馬喰横山駅）に乗換

3. 特別講演：6月 12 日㈬ 13 : 30～14 : 30 A 会場（5階小ホール）
「スーツのイノベーションを目指して」（㈱AOKI ホールディングス）青木 擴憲氏

4. 総会、授賞式 授賞式 6 月 12 日㈬ 11 : 30～12 : 00 A 会場（5階小ホール）
1）平成 25 年度通常総会
2）功績賞・学会賞・技術賞・論文賞の授与式
3）研究助成の贈呈

5. 学会賞受賞講演、技術賞受賞講演
1）学会賞受賞講演（2件） 6月 12 日㈬ 14 : 40～15 : 30 A 会場（5階小ホール）
2）技術賞受賞講演（2件） 6月 13 日㈭ 10 : 20～11 : 10 A 会場（5階小ホール）

6. 研究発表会 6 月 12 日㈬～14 日㈮ B～H会場
下記の分野で 9セッションで発表を行います。
①繊維・高分子材料の創製（新素材合成、素材変換・化学修飾、無機素材・無機ナノファイバー・有機無機複合素材）、②
繊維・高分子材料の機能（オプティクス・フォトニクス、エレクトロニクス、イオニクス、機能膜の基礎と応用、接着・
界面／表面機能、耐熱性・難燃性）、③成形・加工・紡糸（ナノファイバー、繊維・フィルム、複合材料・多孔体、染色・
機能加工）、④繊維・高分子固体の物理（結晶・非晶・高次構造、繊維・フィルムの構造と物性、複合材料の構造と物性、
⑤ソフトマテリアルの物理（液晶、コロイド・ラテックス、ゲル・エラストマー、ブレンド・ミクロ相分離、その他ソフ
トマテリアル）、⑥天然繊維・生体高分子（紙・パルプ、天然材料・ナノファイバー、生分解性材料、バイオポリマー、バ
イオマス）、⑦バイオ・メディカルマテリアル（生体材料・医用高分子材料）、⑧テキスタイルサイエンス（紡織・テキスタ
イル工学、消費科学、感性計測・評価）
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⑨若手研究者口頭発表（若手研究者（学会員）の口頭発表を審査し、優秀な発表を行なった登壇者（事前申請が必要）には「若
手優秀発表賞」が授与されます。）

7. ポスター発表 発表 6月 12 日㈬～13 日㈭ P会場（1階展示ホール）
上記の分野で一般部門と若手部門の発表（12 日㈬17 : 30～18 : 30、13 日㈭ 17 : 00～18 : 00）を行います。
若手部門の発表者の中から、優秀発表者を選考し、ポスター賞を授与します。

8. 企業展示コーナー 6 月 12 日㈬～14 日㈮ P会場（1階展示ホール）

9. 懇親会 6 月 12 日㈬ 18 : 30～20 : 00 2 階桃源

10. ワインパーティー 6 月 13 日㈭ 18 : 00～19 : 30 2 階蓬莱
参加者の交流のために無料で開催します。研究討論の場としてもご活用ください。
また、若手優秀発表賞及びポスター賞の表彰式も行います。

11. 発表方法：口頭発表には液晶プロジェクターが準備されていますが、パソコンは発表者自身がご持参ください。OHP、
スライドを用いる場合は、電源確保の必要性からあらかじめご連絡いただき、またOHPないしスライドプロジェクター
は発表者自身がご持参ください。

「プログラム」
別紙をご参照下さい。最新のプログラムは、繊維学会ホームページ（http : //www.fiber.or.jp）にてご確認下さい。

12. 参加登録の方法
〈事前登録締切〉 平成 25 年 5月 15 日㈬
研究発表会、ポスター発表および懇親会への参加は、全員事前登録を原則とします。事前登録締切後は、すべて当日登
録となりますのでご注意下さい。
〈申込要領〉
お申し込みは繊維学会ホームページ（http : //www.fiber.or.jp）よりお願いします。
繊維学会年次大会のページ：
http : //www.fiber.or.jp/Events/2013/year/1stcircular.html
注）登録の際、繊維学会会員番号（個人会員、学生会員の方）が必要になります。会員番号は学会誌送付用封筒に記載さ

れております。
〈送金方法〉
登録者は、期限までに参加登録料を下記のいずれかの方法にてご送金下さい。
振込手数料は各自でご負担ください。

（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
一般社団法人繊維学会 年次大会係

（2）銀行振込：三菱東京UFJ 銀行 目黒駅前支店 普通口座 4287837
（加入者名）一般社団法人繊維学会

（3）郵便振替：口座番号 00110－4－408504
（加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会

〈参加登録料〉

〈懇親会費〉

繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 8,000 円 9,000 円 15,000 円 3,000 円 6,000 円

当日登録料 10,000 円 12,000 円 18,000 円 5,000 円 8,000 円

繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 7,000 円 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円

当日登録料 8,000 円 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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（注）1．参加登録料には、プログラム冊子と学会予稿集CD－ROM 1 枚が含まれます。
2．予稿集の事前送付はいたしませんので御了承下さい。
3．懇親会のみに参加される方は、懇親会費のみを御送金下さい。

問合せ先：参加登録に関する問い合わせは、事務局にお願いします。
（電話：03－3441－5627、FAX 03－3441－3260、E-mail office@fiber.or.jp）

13. 繊維学会創立 70 周年記念の事業委員会総会
6 月１3 日㈭ 11 : 20～12 : 00（5 階 小ホール）

14. その他：不測の事態（インフルエンザ流行等）が生じた場合は、WEB上で告知することをご承知おきください。

平成 25 年度繊維学会年次大会実行委員会
実行委員長：西松豊典（信州大）
実行副委員長：上條正義（信州大）、小山俊樹（信州大）、戸木田雅利（東工大）
実行委員：井上倫太郎（京大）、植野彰文（KBセーレン）、内田哲也（岡山大）、大川浩作（信州大）、金井博幸（信州大）、
河井貴彦（群馬大）、北岡卓也（九州大）、木村裕和（大阪産技研）、木村 浩（岐阜大）、敷中一洋（農工大）、芝崎祐二（岩手大）、
鋤柄佐千子（京工繊大）、高崎 緑（宮城教育大）、出口潤子（旭化成せんい）、中澤千香子（防衛大）、廣垣和正（福井大）、
前山勝也（山形大）、松田靖弘（静岡大）、松本英俊（東工大）、宮原岳彦（ライオン）、吉田宏昭（信州大）、吉水広明（名工大）、
若子倫菜（金沢大）
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会告でご連絡しておりますように、今年度の年次大会の変更点です。
①予稿集は、CD－ROMのみになります。印刷されました予稿集の配布はありません。
②年次大会プログラム冊子のみ配布いたします。
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平成25年度第44回繊維学会夏季セミナー
繊維の「グローカリゼーション」を目指して
－－Think globally, act locally －－

日 時：平成 25 年 8 月 8 日㈭～10 日㈯
場 所：桐生市文化会館（群馬県桐生市織姫町 2－5）、TEL 0277－40－1500

ホームページ：http : //www.kiryu-piif.jp/
交通：JR桐生駅から 9分、東武線、新桐生駅から車で 5分

定 員：300 名
趣 旨：この度、総合テーマとして“繊維の「グローカリゼーション」を目指して－Think globally, act locally－”を掲

げ、本年度の夏季セミナーを企画しました。今日、ローカルなイノベーションがすぐに世界経済に影響し、逆に、
世界経済との関わりからイノベーションの方向を捉えることが強く要求され、研究開発・生産活動におけるパラ
ダイムシフト、すなわち創造的破壊が求められる時代となりました。本セミナーでは、繊維産業が今後どう進む
べきか？学術面だけでなく、経済情勢も話題として取り上げ企画しました。【特別講演】では、まず、文部科学
省の科学技術政策からみた繊維研究開発の方向に関する講演を予定しています。次いで、我が国の繊維産業を取
り巻く日本EU経済連携協定、自由貿易協定に関する講演、さらに、経済に大きな影響を及ぼす「エネルギー」
について日本エネルギー学会長から講演が行われます。一方、今回の総合テーマにふさわしい地元の世界企業の
活動紹介も予定されています。【分科会セッション】では、今後、繊維産業が発展していく上でキーとなる 6つ
の研究・技術開発を積極的に取り上げました。皆様の御蔭をもちまして、最終日まで、濃密なサイエンスを体験
できるプログラムが完成しました。また、セミナーだけでなく、群馬の自然・風土と繊維産業を体験していただ
く機会として【繊維関連施設への視察】を 2日目の午後に準備しました。こちらも是非、ご参加ください。セミ
ナー期間中に日本最高気温を記録するかもしれませんが、熱く参加者の相互交流を深める場として、是非、本セ
ミナーにご参加くださいますよう、心よりお願い申し上げます。

プログラム：

第 1日
（8/8）

時 間 プ ロ グ ラ ム
11 : 00～ 受 付 開 始
13 : 15～13 : 25 開 会

13 : 25～14 : 15 【特別講演 1】科学技術政策及びナノテク・材料研究からみた繊維（仮題）文部科学省 基盤研究課長柿田 恭良（交渉中）

14 : 15～15 : 05 【特別講演 2】EPA/FTAの拡大と繊維産業 日本化学繊維協会 鍵山博哉

15 : 25～16 : 15 【特別講演 3】地域資源を活用した楽しい低炭素社会構築日本エネルギー学会長・群馬大学 宝田恭之

16 : 15～16 : 50 【特別講演 4】地元で頑張る世界企業の紹介（仮題） 群馬県繊維工業試験場長（交渉中）
17 : 30～19 : 30 懇 親 会
テーマ 「A：炭素繊維」 「B：テキスタイル・ファッション・感性」

9 : 15～ 9 : 50
【A1】機能性カーボンへの挑戦

－カーボンで低炭素社会を－
群馬大学 尾崎純一

【B1】 カスタムメイドガーメントの将来に
ついて

島精機製作所 雑貨 透

9 : 50～10 : 25

【A2】新規前駆体高分子を原料とする炭素
繊維の製造

産業技術総合研究所 羽鳥浩章

【B2】 国際市場におけるアパレル設計の展望
～3D着装シミュレーションの活
用事例の実演～

ユカアンドアルファ 保利淳／中村恵子

10 : 35～11 : 10 【A3】炭素繊維複合材料の産業用途展開東レ 平野啓之
【B3】 群馬県の繊維産業と絹製品開発

群馬県繊維工業試験場 笠原 力

11 : 10～11 : 45
【A4】自動車炭素繊維複合材料（CFRP）部

材の量産技術開発
三菱レイヨン 秋山浩一

【B4】 テキスタイルの材料特性と感性評価

神戸大学 井上真理
12 : 30～16 : 00 繊維関連施設の視察
テーマ 「C：エネルギー」 「D：繊維加工」

16 : 30～17 : 05
【C1】 リチウムイオン電池の現状と今後の

展開
群馬大学 鳶島真一

【D1】弱酸性ポリエステルが肌に与える影
響

帝人フロンティア 堀川直幹

第 2日
（8/9）
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参 加 費：

参加申込み：お申し込みはインターネットよりお願いいたします。
繊維学会夏季セミナーのページ http : //www.fiber.or.jp/Events/2013/summer.html
注）登録の際、繊維学会会員の方は（個人会員、学生会員の方）が必要になります。
会員番号は学会誌送付用封筒に記載されておりますのでご確認ください。

懇親会費：5,000 円 詳細は夏季セミナーのページをご覧ください。
参加費振込先：参加費は現金書留又は、銀行振込みでお支払いください。

※振込手数料は振込人にてご負担ください。現金書留または銀行の控えをもって、本会からの領収書に代え
させていただきます。
現金書留郵送先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－209 繊維学会事務局 宛て
銀行口座： りそな銀行目黒駅前支店普通口座 0889579 一般社団法人繊維学会

ポスター発表募集：優秀ポスター発表の表彰を予定しておりますので、奮ってご参加ください。
申込に関しては、準備が整い次第、繊維学会HP繊維学会HP（http : //www.fiber.or.jp/）の「夏季セ
ミナー」に掲示します。

問い合わせ先：繊維学会事務局長野々村弘人 〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
E-mail : office@fiber.or.jp、電話 03－3441－5627、FAX 03－3441－3260

宿泊について：各自で手配願います。JR桐生駅近郊、東武線の藪塚駅、相老駅近くにホテルがございます。早めにご予
約いただきますようお願い申し上げます。

実行委員会
実行委員長：河原豊（群馬大学）
副実行委員長：粕谷健一（群馬大学）、岩田忠久（東京大学）、保城秀樹（クラレ）、森本英行（群馬大学）
実行委員：木村良晴（京都工芸繊維大学）、鞠谷雄士（東京工業大学）、塩谷正俊（東京工業大学）、磯貝明（東京大学）、増子

富美（日本女子大学）、荻野賢司（東京農工大学）、高寺政行（信州大学）、米山賢（群馬大学）、武野宏之（群馬大
学）、橘熊野（群馬大学）、羽倉茂樹（三菱レイヨン）、野島一博（王子製紙）、仲野幸弘（花王）、樋口明久（東京都
立産業技術研究センター）、新井正直（群馬県繊維試験場）、恩田紘樹（群馬県立群馬産業技術センター）

事 務 局：野々村弘人

個人会員 維持・賛助会員 一 般

大学・官公庁 25,000 円 25,000 円 28,000 円

企 業 35,000 円 35,000 円 38,000 円

学 生 8,000 円 － 10,000 円

第 3日
（8/10）

17 : 05～17 : 40
【C2】 ドコモ・グリーン基地局構想と環境

エネルギー技術の紹介
NTTドコモ 小宮一公、竹野和彦

【D2】染色加工におけるマイクロバブルの
利用
都立産業技術センター 榎本一郎

17 : 40～18 : 15
【C3】 電気化学キャパシターと電極材料技

術の展開
太陽誘電 鈴木和昌

【D3】可溶性羊毛タンパク質の調製とその
応用

群馬大学 瀧上昭治
18 : 15～20 : 45 ポスターセッション・ワインパーティー

於：レセプションホール

第 2日
（8/9）

テーマ 「E：バイオポリマー」 「F：高分子のからみあい」

9 : 15～ 9 : 50 【E1】 ポリ乳酸樹脂の改質技術花王 武中 晃
【F1】 レオロジーから見た「からみあい」

長岡技術科学大学 五十野善信

9 : 50～10 : 25
【E2】 微生物産生ポリエステルの高強度繊

維化と大型放射光を用いた構造解析
東京大学 岩田忠久

【F2】 粗視化分子シミュレーションによる
「からみあい」の解析

旭化成 青柳岳司

10 : 35～11 : 10
【E3】 量子ビームによるバイオポリマーの

機能化
日本原子力開発機構 玉田正男

【F3】 固体物性から見た「からみあい」

東京工業大学 扇澤敏明

11 : 10～11 : 45

【E4】 フルフラールからのバイオマスC4
モノマーの合成とそのバイオマス炭
素含有率の測定

産業総合技術研究所 国岡正雄

【F4】 成形加工における「からみあい」の
役割

北陸先端科学技術大学大学院 山口政之
11 : 45～12 : 00 閉会・ポスター賞表彰
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平成25年度繊維学会秋季研究発表会

■ 研究発表会・ポスター発表参加募集および参加要領
主 催：一般社団法人 繊維学会
日 時：平成 25 年 9 月 5 日㈭～6日㈮ 2日間

（ポスター発表は第 52 回染色化学討論会および超臨
界流体国際シンポジウムと合同）

会 場：豊田工業大学
愛知県名古屋市天白区久方 2－12－1
名古屋市営桜通線地下鉄相生山駅より徒歩15分
（地下鉄野並駅からタクシーで 5分、車での来場は
ご遠慮ください）
アクセスの詳細は下記参照
http : //www.toyota-ti.ac.jp/access/index.html

特別講演：徳川美術館 館長・徳川黎明会
会長 徳川義崇氏「文化を守る」

愛知県絞工業組合 理事長 竹田嘉兵衛氏
「現代に生きる伝統工芸有松・鳴海絞り」

研究発表会：特定テーマと一般研究発表およびポスターを予定しています。
特定テーマ（1）「繊維構造と構造形成過程は、ここまで分かったが…」
特定テーマ（2）「ポリ乳酸と生分解性高分子：何処までが本当に分かったのか？」
特定テーマ（3）「感性計測技術の発展と今後の課題」
特定テーマ（4）「高機能繊維創製のための紡糸技術のこれまでとこれからの流れ」
一般研究発表（1）繊維・高分子固体・複合材料の構造・物性・機能（相分離、ソフトマテリアル、界面、ゲルなどを含む）
一般研究発表（2）繊維・高分子の創製（新素材合成、素材変換・化学修飾、無機素材・有機無機複合素材などを含む）
一般研究発表（3）テキスタイル・消費科学（感性、感覚、計測などを含む）
一般研究発表（4）成形・加工・紡糸（染色、機能加工、ナノファイバー、複合材料などを含む）
一般研究発表（5）天然材料・生分解性高分子・医用高分子材料（天然繊維、紙・パルプ、バイオポリマー、バイオマテリ
アル、再生医療用材料などを含む）
口頭発表：発表 15 分、質疑応答 4分、交代 1分です。
ポスター発表：発表者と参加者の活発な議論による研究交流を推進するため、ポスター発表の場を設けています。
【P1 一般部門】
平成 25 年 9 月 1 日時点で満 30 歳以上の研究者による発表

【P2 若手部門】
平成 25 年 9 月 1 日時点で満 30 歳未満の研究者による発表。若手ポスターについては、優秀発表者へポスター賞を授
与いたします。
※ポスター発表のボードの大きさは幅 90cm、高さ 210cmとなります。1日目の 15 時までには貼っていただくようお
願いいたします。

第 52 回染色化学討論会：
詳 細： ホームページをご覧ください。
主 催：（一社）繊維学会 染色研究委員会
日時、会場、懇親会は秋季研究発表会と同一です。
ポスター発表は染色化学討論会、超臨界流体国際シンポジウムと秋季研究発表会の合同で行います。
申込方法が秋季研究発表会とは異なります。ホームページに詳細が掲載されています。
発表プログラム：ホームページをご覧ください。
研究発表申込方法：発表申込、予稿集原稿のいずれも専用のWEBから発表 1件毎に登録、投稿していただきます。

メール、FAXによる受付は行いません。
発表申込：平成 25 年 5 月 20 日㈪ 0時～平成 25 年 6 月 30 日㈰ 24 時
予稿集原稿発送：平成 25 年 7 月 1 日㈪ 0時～平成 25 年 8 月 4 日㈰ 24 時

（注意）締切寸前はWEBが混み合いますので、早めの申込および投稿をお勧めします。
締切期限を過ぎますと自動的にWEBが閉鎖されてしまい受け付けられなくなりますので、ご注意くだ
さい。

発表申込専用WEB：ホームページをご覧ください。
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発表方法：口頭発表には液晶プロジェクターが準備されていますが、パソコンは発表者自身がご持参ください。
予稿原稿の書式：予稿原稿投稿は 5月 20 日 12 時～6月 30 日 17 時の間に、予稿原稿投稿システムで行ってください。

PDFファイル以外は受理できません。そのほか、書式中にある注意事項をよくお読みください。
予稿原稿送付方法：原稿を PDFファイルにして，原稿送付ページより提出してください。
■ 参加登録の方法
参加申込：参加者は、繊維学会ホームページの秋季研究発表会参加申込用紙に必要事項をお書きいただき、WEBにて

申込みをしてください。なお、参加登録は参加費入金をもって受理されますので、事前登録締切日までに下
記の「送金方法」をご覧いただき、ご送金ください。振込手数料は各自でご負担ください。
（注）繊維学会会員番号（個人会員、学生会員の方）および協賛学協会を必ずご記入ください。

未記入の場合には非会員扱いとなりますので、ご注意ください。
申込先：ホームページをご覧ください。
送金方法：登録者は、期限までに参加登録料を下記のいずれかの方法にてご送金ください。
（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人繊維学会 平成 22 年度繊維学会秋季研究発表会係
（2）銀行振込：りそな銀行 目黒駅前支店 普通口座 0889579

（加入者名）一般社団法人繊維学会
（3）郵便振替：口座番号 00160－9－756624

（加入者名）一般社団法人繊維学会秋季研究発表会
懇親会：9月 5日㈭ 18 時 30 分より、オ・バルキーニョにて開催予定です（http : //www.barqui.com/）。

会場は大学から歩いて 10 分ほどです。
参加登録料：

懇親会費：

（注）1. 参加登録料には，学会予稿集 1冊が含まれます。
2. 予稿集の事前送付はいたしませんので御了承ください。
3. 懇親会のみに参加される方は，懇親会費のみを御送金ください。
4. 研究発表会、ポスター発表および懇親会への参加は、全員事前登録を原則とします。
5. 事前登録締切後は、すべて当日登録となりますので、ご注意ください。当日登録は会場の受付に
直接お越しください。

お問い合わせ先：本研究発表会に関して、ご不明な点がありましたら次のアドレスまでメールでお問い合わせください。
（豊田工業大学 田代孝二：ktashiro$toyota-ti.ac.jp） （連絡する時は＄を＠にかえてください）

その他：不測の事態が生じた場合は、WEB上で告知することをご承知おきください。
ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 メール：office@fiber.or.jp）にお問い
合わせください。

■ 重要な締切日時
申し込み期限：発表申込締切：2013 年 6 月 30 日㈰ 24 時
原稿送付期限：要旨原稿送付締切：2013 年 8 月 4 日㈰ 24 時
参加登録期限：事前参加登録申込締切：2013 年 8 月 4 日㈰ 24 時

■ 平成25年度繊維学会秋季研究発表会実行委員会
実行委員長：田代孝二（豊田工大）
副実行委員長：澤渡千枝（静岡大）、田坂 茂（静岡大）、土田 亮（岐阜大）
実行委員：青山忠幸（東邦テナックス）、浅田光則（クラレ）、猪股克弘（名工大）、太田幸一（あいち産科研三河センター）、

岡本正巳（豊田工大）、奥村和之（岐阜産技センター）、木村 浩（岐阜大）、高橋朋子（旭化成せんい）、
武野明義（岐阜大）、田原大輔（豊田工大）、仲井朝美（岐阜大）、長坂俊夫（三菱レイヨン）、永田謙二（名工大）、
野々村弘人（繊維学会事務局）、長谷寛之（ポリプラスチックス）、増田智恵（三重大）、松田靖弘（静岡大）、
村瀬浩貴（東洋紡）、山元博子（豊田工大）、吉岡太陽（豊田工大）、吉水広明（名工大）

繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員
繊維学会
協賛学・協会
学生会員

学生非会員

事前登録 8,000 円 15,000 円 3,000 円 6,000 円
当日登録 10,000 円 18,000 円 5,000 円 8,000 円

繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員
繊維学会
協賛学・協会
学生会員

学生非会員

事前登録 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円
当日登録 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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平成25年度繊維基礎講座－－製造からクレームまでをわかりやすく－－

繊維学会では毎年、企業の新入社員や新しく繊維関係に携わられる方、また学部学生、院生に対して、繊維とは何か、

繊維の製造、加工、縫製、評価まで一貫して理解していただくための繊維基礎講座を開催しています。紡糸、紡績などの

川上、織・編み・染色加工などの川中、最終製品の川下に至るまでのすべてにわたり、基礎と応用を理解できるように企

画しています。今年度は繊維製品のクレーム解析についての情報提供も加え、製造業だけでなく繊維の流通に関わる方に

も役立つ内容になっています。また、初日には講師との交流会も開催します。多数のご参加をおまちしております。

主 催：（一社）繊維学会

日 時：平成 25 年 5 月 27 日㈪、28 日㈫

場 所：東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター国際会議場

〒108－0023 東京都港区芝浦 3－3－6 JR 田町駅下車徒歩 3分 TEL : 03－5440－9020

プログラム：

5月 27 日㈪

（1） 9 : 50～10 : 50 繊維の歴史（天然繊維からナノファイバーまで） 信州大学 平井利博

（2） 10 : 50～11 : 50 合成繊維 東レ㈱ 船津義嗣

11 : 50～12 : 40 昼食

（3） 12 : 40～13 : 40 紡糸・延伸 東京工業大学 宝田 亘

（4） 13 : 40～14 : 40 糸加工 ユニチカトレーディング㈱ 大久保宗政

14 : 40～14 : 50 休憩

（5） 14 : 50～15 : 50 編物、織物 （地独）東京都立産業技術研究センター 岩崎謙次

（6） 15 : 50～16 : 50 高機能繊維 東洋紡㈱ 村瀬浩貴

＊講演終了後、講師を交えての交流会を開催します。是非ご参加ください。（無料）

5月 28 日㈫

（7） 9 : 30～10 : 30 染色 日本繊維技術士センター（元東海染工） 山田 稔

（8） 10 : 30～11 : 30 仕上げ加工、機能加工 福井大学 堀 照夫

（9） 11 : 30～12 : 30 不織布 旭化成せんい㈱ 加藤一史

12 : 30～13 : 30 昼食

（10） 13 : 30～14 : 30 繊維構造解析 京都大学 金谷利治

（11） 14 : 30～15 : 30 感覚計測 神戸大学 井上真理

15 : 30～15 : 40 休憩

（12） 15 : 40～16 : 40 クレーム解析による品質向上 （地独）東京都立産業技術研究センター 池田善光

参加費：正会員・企業会員（含む維持・賛助会員）：24,000 円 企業非会員：29,000 円

大学官公庁関係会員：17,000 円 大学官公庁非会員：22,000 円

学生会員： 5,000 円 学生非会員： 8,000 円

参加申込みは、繊維学会基礎講座よりお願いします。（http : //www.fiber.or.jp/）

参加費は現金書留または銀行振込みでお支払いください。（※振込手数料は振込人にてご負担ください）

現金書留・銀行の領収書をもって本会からの領収書に代えさせていただきます。

銀行口座： みずほ銀行目黒支店普通口座 1894348 繊維学会講演会

問い合わせ先：（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp
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第43回先端繊維素材研究委員会（AFMc）公開ミニシンポジウム
～表面を操る接着・粘着・撥水技術～

主 催：一般社団法人繊維学会・先端繊維素材研究委員会（AFMc）

日 時：平成 25 年 6 月 28 日㈮ 13 : 00～17 : 20

場 所：京都大学宇治キャンパス 共同研究棟 大セミナー室
TEL : 0774－38－3142 / mail : zaibutu2@scl.kyoto-u.ac.jp（AFMc事務局）
〒611－0011 京都府宇治市五ヶ庄
JR奈良線または京阪宇治線、黄檗駅から徒歩 5～10 分

近年、日本の繊維産業において、機能性繊維素材の重要性はますます高まっていると言えます。繊維の機能化には繊維
表面が深く関わり、これを制御することによって、用途に合わせて新しい性能や機能を生み出すことができます。
そこで、今回はこの重要な繊維表面を操ることで新しい機能を発現させて、様々な機能性加工を可能にする撥水・接着・
粘着の技術について、その分野のご専門の講師の先生よりご講演をいただきます。
皆様のご研究・開発の一助になれば幸いです。皆様のご参加をよろしくお願い致します。

プログラム：
① －－撥水化技術の開発動向－－
［特別講演］
13:00～14:00「高撥水性かつ高接着性表面の創製」 神戸大学 西野 孝
［一般講演］
14:00～14:45「フッ素系繊維用撥水撥油剤について」 ダイキン工業㈱ 山本 育男
② －－意外と知られていない接着剤の用途と接着の新しい考え方－－
［一般講演］
15:05～15:50「半導体製造用粘着テープについて」 古河電気工業㈱ 加納 義久
15:50～16:35「自動車用接着剤について」 サンスター技研㈱ 義本 恭之
16:35～17:20「天然物系接着剤－ゼラチンを中心に」（仮題） 新田ゼラチン㈱ 中村 和晃

定 員：約 50 名（先着順）

参加費：先端繊維素材研究委員会無料
（法人会員は会員と 1名まで無料）、会員外 5,000 円

申込方法：平成 25 年 6 月 21 日㈮までに葉書、FAXまたは E-mail に
て、氏名・所属・連絡先をご記入の上、下記宛てにお申込
ください。

申込先：〒611－0011 京都府宇治市五ケ庄
京都大学化学研究所高分子物質科学領域内AFMc係
TEL : 0774－38－3142
FAX : 0774－38－3146（AFMc事務局直通）
E-mail : zaibutu2@scl.kyoto-u.ac.jp
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プラスチック成型加工学会
第135回講演会

－－高分子材料のトライボロジー－－

主 催：一般社団法人 プラスチック成形加工学会
日 時：平成 25 年 6 月 14 日㈮
場 所：東工大蔵前会館 ロイヤルブルーホール

東京都目黒区大岡山 2－12－1 TEL : 03－5734－3737
プログラム：

高分子材料のトライボロジーの概論
首都大学東京 広中清一郎

エンプラ系高分子トライボマテリアル
三菱エンジニアリングプラスチックス 永井雅之

ナノカーボン添加樹脂系複合材料のトライボロジー特性
名城大学 榎本和城

金属との複合化による樹脂軸受の機能向上
NTN 石井卓哉

水素雰囲気におけるシール用樹脂材料のトライボロ
ジー 九州大学大学院 澤江義則

第14回成形加工実践講座シリーズ（材料編）

主 催：一般社団法人 プラスチック成形加工学会
日 時：平成 25 年 7 月 3 日㈬
場 所：東工大蔵前会館 ロイヤルブルーホール

東京都目黒区大岡山 2－12－1 TEL : 03－5734－3737
プログラム：

ポリオレフィンの特徴とその用途
住友化学 森冨 悟

各種エンプラの紹介と最近の開発動向
ポリプラスチックス 若塚 聖

複合化による材料物性発現：ポリオレフィン材料を中
心として ダウケミカル日本 小野道雄

押出成形性と樹脂物性 三井化学 伊崎健晴
フィルム成形とそれに求められる材料特性

KT POLYMER 金井俊孝
射出成形に求められる材料 山形大学 伊藤浩志

第19回成形加工夏季セミナー

主 催：一般社団法人 プラスチック成形加工学会
日 時：平成 25 年 7 月 25 日㈭、26 日㈮
場 所：住友化学蓼科クラブ

長野県茅野市北山蓼科 4035－2669
TEL : 0266－67－6860

招待講演：成形不良現象の理解から抑止対策へ
日本工業大学 村田泰彦

成形品の設計と耐久性評価
京都工芸繊維大学 西村寛之

電気・電子機器に見るプラスチックの不具合事
例と対策 三菱電機 馬場文明

問合せ先：一般社団法人 プラスチック成型加工学会
事務局

――――――――――――――――――――――――――

第62回高分子学会年次大会

主 催：公益社団法人 高分子学会
日 時：平成 25 年 5 月 29 日㈬、30 日㈭、31 日㈮
場 所：京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）
会期中の行事：
第 62 回通常総会・授賞式・理事会

5月 30 日㈭ 16 : 30～18 : 15
特別セッション「高分子・今・未来」

5月 29 日㈬～31 日㈮
招待講演・受賞講演・総合展示会

5月 29 日㈬～31 日㈮
懇親会（有料） 5月 30 日㈭ 18 : 30～20 : 30

13－1高分子学会講演会
高分子研究の産業化への道－－成功への鍵－－

主 催：高分子学会 行事委員会
日 時：平成 25 年 7 月 5 日㈮
場 所：東工大蔵前会館 ロイヤルブルーホール

東京都目黒区大岡山 2－12－1 TEL : 03－5734－3737
プログラム：
低位体規則性ポリプロピレンの開発

出光興産 金丸正実
ダイボンディングフィルムの研究と実用化

日立化成 稲田禎一・武田信司
架橋芳香族ポリアミド系逆浸透（RO）膜の本質追求と
高性能RO膜開発 東レ 辺見昌弘
高強度ポリエステルナノファイバー繊維および商品開
発 帝人 神山三枝
高分子ポリグリコール酸の工業的製造技術の開発

クレハ 佐藤浩幸
自動車の軽量化に貢献するエンジニアプラスチック接
着技術 デンソー 青木孝司

問合せ先：公益社団法人 高分子学会

――――――――――――――――――――――――――

龍谷大学理工学部教員募集

公募人員：助教（任期付） 広い意味での有機系または高分
子系 1名

所 属：理工学部物質化学科
応募資格：①有機合成化学実験、物理化学実験や化学英語

演習などの指導ができ、グリーンケミストリー
に関する研究及び教育に関心のある方。現時点
での専門分野は問いませんが、有機・高分子系
のスタッフと一緒に研究活動をしていただきま
す。
②博士の学位を有するか、あるいは博士の学位
を取得見込のこと。

任 期：任期 5年間（更新なし）
着任時期：平成 25 年 10 月 1 日（応相談）
応募締切：平成 25 年 6 月 30 日（消印有効）
問合せ先：〒520－2194 滋賀県大津市瀬田大江町横谷 1－5

龍谷大学理工学部物質化学科
学科主任 宮武智弘
TEL : 077－543－7467
E-mail : miyatake@rins.ryukoku.ac.jp

A34





2013 Vol.695

昭和25年8月24日 第3種郵便物認可 平成25年5月10日発行 （毎月1回10日発行） 第69巻5号 通巻第806号

CODEN:SENGA 5  ISSN 0037-9875

h t tp : / /www. f iber.o r. jp /

｜｜｜繊維と工業｜｜｜Reviews and News

　 特集〈セルロースナノファイバーの特性と応用展開〉

｜｜｜報　　　文｜｜｜Original Articles

繊 維 学 会 誌
The Society of Fiber Science and Technology, Japan

Anniversar
y

Th
e
So

ci
et
y
of

Fib
er S

cience and Technology,
Japan70

th
70
th

平
成
二
十
五
年
五
月
発
行（
毎
月一回
十
日
発
行
）　　

昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
四
日　

第
三
種
郵
便
物
認
可　
　
　
　
　
　
　

繊

維

学

会

誌

定
価
二
、五
〇
〇
円（
本
体
二
、三
八一円
）送
料
九
二
円

繊

維

学

会

誌

Vol.69    N
o.5    2013

F
I

B
E

R

特
集
〈
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
特
性
と
応
用
展
開
〉


	5月号-表紙01.pdf
	5月号-表紙02.pdf
	5月号-目次.pdf
	5月号-報文目次.pdf
	5月号-会告.pdf
	5月号-表紙03.pdf
	5月号-表紙04.pdf



